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区 分 予 算 収 入 済 額 支 出 済 額
国民健康保険事業特別会計 51億 19億3,532万円

介護保険事業特別会計 40億2,399万円

7,753万円

18億 16億

20億

2,746万円

6,445万円

下水道事業特別会計 13億 369万円 8,568万円 3億7,785万円

農業集落排水事業特別会計 2億9,686万円

9,121万円

1億4,150万円 1億 961万円

2,408万円介護サービス事業特別会計 2,239万円 1,665万円

後期高齢者医療事業特別会計 4億7,181万円 1億3,075万円 1億2,410万円

区 分 予 算 収 入 済 額 支 出 済 額
一 般 会 計 172億9,764万円 91億1,023万円 61億6,039万円

28年度上半期（4～9月）の本市の予算執行状況（データ
は９月30日現在）は、次のとおりです。
一般会計の収入済額は91億1,023万円で、予算現額
に対して52.67％の収入率となっています。支出済額は
61億6,039万円で35.61％の執行率となっています。

特別会計

一般会計

平成28年9月30日現在

区 分 予 算 執 行 済 額
収 益 的 収 入 6億8,400万円 3億4,757万円

収 益 的 支 出 6億5,423万円 2億7,525万円

資 本 的 収 入 2億1,967万円 10万円

資 本 的 支 出 5億7,919万円 9,061万円

金 額
一般会計 125億2,529万円

公営企業 61億4,981万円

7,510万円合　　計 186億

市債の現在高
金 額

一般会計 0円

企業会計 0円

合　　計 0円

一時借入金の現在高
数 量

現 金 預 金 96億

土地（山林除く） 200万5,474㎡

山 林 1,086万3,553㎡

建 物 17万 540㎡

財産の状況

企業会計（水道事業）

 【問合先】総務部政策課　℡２６-１２１５

28年度の財政状況

晴
れ
の
受
章
者

 

※
年
齢、
経
歴
は
受
章
時

 
 

旭
日
双
光
章

さ
ん

  

（
71
歳
）

秋
の
叙
勲

8,859万円

む
ぐ
る
ま　
　

ひ
ろ
ゆ
き

　

ひ
ろ
せ 　
　
　

こ
う
じ

主
要
経
歴　

　

県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

理
事
長（
湊
在
住
）

 

さ
ん（
78
歳
）

主
要
経
歴　

　

学
校
歯
科
医（
町
田
在
住
）

広
瀬　

剛
治

六
車　

博
之

瑞
宝
双
光
章

2



　みなさんは、地域の「民生委員・児童委員」・「主任児童委員」をご存知ですか？
　12月１日から新たに３年間の任期で、民生委員・児童委員及び主任児童委員が
厚生労働大臣の委嘱を受けました。（敬称略）

引 田 地 区

白 鳥 地 区

大 内 地 区

　　氏名　　　　連絡先 　　　　　担当地区
江川　京子　（25-3588）　芝居町、森町
谷　　治雄　（25-4773）　町
比嘉　笑子　（25-4253）　寺町､みなとハイツ
橋本　数雄　（25-3543）　松西北、宮島町
山中　　文　（24-1658）　松西南（松西北の１部含む）
田中　博美　（25-1034）　松東東、松原塩田
三谷眞由美　（25-0158）　松東西
金地南海士　（25-2618）　新川
林　　春美　（25-0592）　小松原
岩澤　廣義　（25-4452）　前場､前場東
福島　洋司　（24-1454）　前場南
吉田　久代　（26-3012）　伊座
安冨　静香　（25-6099）　帰来、法月・帰来団地
竹本　朝美　（25-3660）　中央通東
松田　　勝　（25-1580）　中央通、レジデンスオリーブ
岡田　茂子　（25-1474）　笠屋・藤井､中村､成重
田中登志夫　（25-3657）　樋端､谷､原､北原､中戸
大守　俊裕　（25-2035）　切抜､白鳥団地､労住協アパート､
　　　　　　　　　　　　西下
久詰　昌代　（24-2255）　寺元・東下・田高田・サーパス
　　　　　　　　　　　　タウン
鎌田　純一　（24-0575）　湊上､道上、山下団地
佐藤　富子　（25-4175）　道下､西所､東清水､西清水
六車　國政　（24-2105）　西須賀､東須賀､湊下､湊下団地
原　　麗子　（27-2258）　東円坊､友村､薄森､狩居川､常政
長町　泰江　（27-2806）　北内､中將､清房､兼弘

　　氏名　　　　連絡先 　　　　　担当地区
藤本登志榮　（27-2410）　行成､森兼､末国
小島　美　　（27-2754）　正守､大松､下山､寛四､貞久､黒川
松村　富子　（27-2532）　近房､天王､近森､乗次
長町　吉章　（27-2628）　宗心､上末国､端
小倉　　勝　（29-2445）　日下､鈴竹
工藤　　正　（29-2428）　大　､東大　､長野・払川
橋本　順子　（25-7411）　全域（主任児童委員）
田中　睦美　（25-4896）　全域（主任児童委員）

民生・児童委員が決まりました

　　氏名　　　　連絡先 　　　　　担当地区
三谷　君江　（33-2273）　坂元
前谷　英美　（33-6684）　駅山
川西　和子　（33-6629）　馬宿
大町　　学　（33-6300）　南野
三谷　　孝　（33-5132）　黒羽
定　　弘子　（33-6349）　川股
麓　　賢一　（33-2817）　吉田
入本登代子　（33-3742）　宮脇、栄団地
野網多賀子　（33-6775）　木場、大明神、新栄町
大久保一夫　（33-5811）　大川、栄町、大栄団地
阿部美代子　（33-3260）　４･５･６･７丁目
岡部ヨシ子　（33-2038）　１･２･３丁目
新居由美子　（33-2629）　大道、駅前
三谷　　人　（33-5083）　塩屋、迯田、引田荘
池田　治子　（33-2747）　寺町、中ノ丁
遠山美佐子　（33-3702）　北久大、南草、松魚
横井　若子　（33-2420）　川向、宮ノ後、城山
初瀬　朋子　（33-5725）　古作、中道、坂ノ下
喜田　之江　（33-3959）　大安戸、原、松原、光洋団地
井上　正興　（33-6159）　川原谷、南谷、大下、荒井、
　　　　　　　　　　　　中村、（小海下）
網本　一美　（33-5914）　北谷、松崎、別惣、柞、近守、
　　　　　　　　　　　　（小海上）
大岡　　子　（33-2517）　全域（主任児童委員）
丸山　知子　（33-5917）　全域（主任児童委員）

　　氏名　　　　連絡先 　　　　　担当地区
夛田　數義　（25-8172）　大町１区、２区
中野　克子　（25-5813）　西町１区、２区、８区
山本　和夫　（25-0235）　西町３区、４区、５区、
　　　　　　　　　　　　６区、７区
池田有希恵　（25-4662）　中町、北町、本町
三好　智昭　（25-0522）　東浜、松の下
原　　昌子　（25-1053）　大東、島の内
山崎　美和　（24-1644）　大井戸１区
田中　　好　（25-2936）　大井戸２区、南新町
森田ヤス子　（25-8234）　前山
狩野　惠子　（26-1789）　浜町
米田　豊子　（25-3643）　西浜
村上ふみ代　（24-3461）　笠松、国安、池尻、
　　　　　　　　　　　　向ヶ原、西内
原田　智明　（24-3543）　様松、原、宮内、大社、
　　　　　　　　　　　　社原
大山千佐代　（25-5931）　別所、風呂、中村、楠谷、
　　　　　　　　　　　　川田、北山、高原、近政、
　　　　　　　　　　　　下屋敷
河井　克之　（25-1254）　中筋（団地、中筋北除く）
木村由加利　（25-7356）　中筋団地、中筋南団地、
　　　　　　　　　　　　中筋北
中野　勇二　（25-3422）　原間、杖の端、小僧、仲戸
六車　博章　（25-2578）　十尺、住屋第１、住屋第２、　
　　　　　　　　　　　　住屋第３
加藤　壽夫　（25-1017）　横内上
池本美惠子　（24-0613）　横内東地、下東地
鈴江　孝子　（25-8759）　西村下、横内下
長町　吉規　（25-9479）　西村上
道北　信男　（25-3095）　西村中、与田市
六車　倫子　（25-0109）　北山
三好知惠子　（25-9087）　馬篠
庵原　文子　（25-8673）　小砂、土居
河村　正章　（24-3011）　中山、三殿
高吉　康夫　（25-4019）　町田西(1・2・3・11・12）、
　　　　　　　　　　　　町田南谷、喜定
中澤　絹代　（25-8557）　町田東(4・5・6・7・9・住宅）、
　　　　　　　　　　　　サンコーポラス
坂東保寸夫　（25-6689）　松崎奥原、松崎西、松崎住宅、
　　　　　　　　　　　　桃山台
森岡　　修　（25-8110）　松崎東、松崎道下、落合
滝　　信吾　（24-0913）　大谷
鈴江萬里子　（24-2728）　小磯、番屋
川田惠美子　（25-3642）　全域（主任児童委員）
三﨑　好子　（25-0658）　全域（主任児童委員）
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めざせ、健康東かがわ 知っていますか？
未成年者とアルコール　未成年者の飲酒は法律で禁じられて

いますが、それは成長発達の途中段階
にある未成年者が飲酒をすると、心身に
様々な影響がもたらされるからです。

飲酒が未成年者に与える影響
■脳の神経細胞を破壊し、脳の機能を低下させるおそれがあり
　ます。
■性ホルモンを作り出す機能が抑制され、生理不順などホル
　モンバランスを崩す可能性があります。
■未成年者はアルコールを代謝する機能も未熟なため、大人
　と比べて急性アルコール中毒になる危険性が高まります。
■アルコールに対して感受性が強いため、飲酒開始年齢が
　若いほどアルコール依存症になる可能性が高くなると言われ
　ています。

【問合先】市民部保健課健康づくりグループ　℡２６-１２２９　　FAX２６-１３３９

　本市における、未成年者の飲酒の割合は減少は
しているものの、初めてお酒を飲んだときの理由は
「家族（大人）に勧められた」や「飲んでみたかった」
などがあります。未成年者は大人と比べて、適切な判
断や行動抑制も未熟なため、危険な行動をとるリスク
も高まります。「ちょっとだけなら...」といった誘いの言
葉が子ども達の健やかな成長を妨げるきっかけに
なるかもしれません。
　飲酒が健康に及ぼす影響を理解し伝え、子どもた
ちを飲酒の害から守っていきましょう。

特定保健指導の案内が届いたら…ぜひ参加してしっかり活用しましょう！
　特定保健指導の案内は、今年度の特定健康診査を受け、保
健指導の基準に当てはまる人に送っています。
　該当する人は、特に症状がなくても動脈硬化が進んでいる可
能性があります。この状態で放っておけば、近い将来、脳卒中や
脳梗塞、心筋梗塞を発症する危険がありますが、今から生活習
慣を工夫すれば、未然に発症を防ぎ、元気な生活を続ける事ができ
ます。
　また、保健指導の基準に当てはまらなかった場合でも、毎年健
診を受けて健診結果に変わりがないか確認することが、健康維
持のポイントになります。

しあわせづくり映画会タイトルは
　「夕映えのみち」

　差別のない明るいまちづくりをめざし、
しあわせづくり講演会を開催します。
お誘いあわせのうえぜひお越しください。

昨年度の特定保健指導参加者の声を
紹介します♪

約7割の人が
改善しました。

参加者の健診結果の変化

　昭和２３年１２月１０日国連総会において、世界人権宣言が採択された日を記念
して、１２月４日から同月１０日までの１週間を「人権週間」と定めています。
　「人権」は、人間らしく生きる権利で、生まれながらに持つ権利です。全ての人が
個人として尊重される平和で豊かな社会を実現しましょう。
　高松法務局と県人権擁護委員連合会では、本年度啓発活動重点目標を「みんな
で築こう 人権の世紀 ～考えよう 相手の気持ち 未来へつなげよう 違いを認め合
う心～」と定め、強調事項として次のような啓発活動に取り組んでいます。

しあわせづくり映画会

第68回人権週間 １２月４日～１０日

○インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
○北朝鮮当局による人権侵害問題に対
　する認識を深めよう
○ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
○性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう
○性同一性障害を理由とする偏見や差別
　をなくそう
○人身取引をなくそう
○東日本大震災に起因する偏見や差別を
　なくそう

【問合先】高松法務局人権擁護部 ℡０８７－８１５－５３１１
　　　　

体重が減って
中性脂肪の値が
良くなった！

確実に成果が
表れた！

体を動かすように
なった！

しあわせづくり講演会
講　師　川口 泰司さん
　　　　　（山口県人権啓発センター 事務局長）

テーマ　差別っていったいなんやねん

日　時　１２月１４日（水）
　　　　18:00～19:30
会　場　市交流プラザ 多目的ホール
入場料　無料（だれでも参加できます）

【問合先】総務部人権推進課 ℡２６－１２２７

【問合先】大内交流館 ℡２5－4349

日時　１２月１3日（火）
　　　　10:00～11:00
場所　人権センター引田交流館
　　　（吉田495番地3 ℡：33-7088）　

日時　１２月１5日（木）
　　　　13:00～14:00
場所　人権センター大内交流館
　　　（横内732番地 ℡：25-4349）

○女性、子ども、高齢者の人権を守ろう
○障害を理由とする偏見や差別をなくそう
○同和問題に関する偏見や差別をなくそう
○アイヌの人 に々対する理解を深めよう
○外国人の人権を尊重しよう
○ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対
　する偏見や差別をなくそう
○刑を終えて出所した人に対する偏見
　や差別をなくそう
○犯罪被害者とその家族の人権に配慮
　しよう
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受け入れる粗大ごみ（一辺 40cm以上のもの）
レンジ、ガスコンロ、扇風機、ストーブ、ファン
ヒーター、掃除機、ふとん、マット、自転車、イス、
机、ロッカーなど
※乾電池、燃料などが入っている場合は、必ず抜い
　てから持ち込んでください。
※家庭から出たものに限ります。

受入れできない粗大ごみ
①農業用機械器具、自動車、バイク、タイヤ、バッ
　テリー、ドラム缶など
②建設廃材（木材、コンクリート、瓦、レンガ、
　土石、ブロックなど）
③特定家電機器など（エアコン、冷蔵（冷凍）庫、テレ
　ビ、洗濯機、衣類乾燥機）、パソコン
④産業廃棄物（事業活動に伴って生じた廃棄物の内、法令で
　 定める物）
※クリーンセンターで受入れできないごみは、専門
　業者へご相談ください。

休日の「粗大ごみ受入」休日の「粗大ごみ受入」
日時　12月 11日（日）
        ８時 30分～11時
場所　大内クリーンセンター

料金　10kg 以下 200 円
　　　10kg を超える場合は、10kg ごとに
         200 円

その他
①個別収集の制度もあります。各窓口で「個
　別収集ごみ処理整理券」（4,000 円、１世帯・
　年１回、軽トラック１車 200kg まで）を購
　入してください。
② その他「家庭系一般廃棄物収集運搬事業者」
　 に委託する方法もあります。
　

※平日（8時 30分～15時）同料金で大内
　クリーンセンターで受け入れています。

※混雑が予想されますのでなるべく平日を
　ご利用ください。

年末年始に向けての休業日のお知らせ

引田地区　㈲引田清掃　℡33－5328　28日午前まで収集、年始は１月５日（木）から

白鳥地区　㈱大川クリーンネット　℡52－2701　26日まで収集、年始は１月６日（金）から

大内地区　㈲大内衛生　℡25－2917　27日まで収集、年始は１月５日（木）から

●犬・猫の引き取り
　　  区　　分 　　　　　休　業　期　間
   犬・猫の引き取り   12月27日（火）～1月3日（火）
　　　　　　　　　　まで休業

（大内クリーンセンター　℡２４-１６７２）

（川東 1513-3）

●し尿の収集

●収集業者一覧

●ごみ収集 　　 区　　分 　　　　　　   休　業　期　間

   ごみの定期収集  12月31日（土）～1月3日（火）まで休業
 大内クリーンセンター
  （直接持込受入）  

12月30日（金）～1月3日（火）まで休業

１月１日（日）
【火葬及び受入れ業務も休業】ペット火葬

※ただし、上記休業日以外でも人体火葬を優先します
　ので、ご希望に添えない場合があります。まずは大内
　斎苑までご連絡ください。（☎２５－９０３０）

●愛玩動物（ペット）火葬受入れについて
区　　分 　　　　　　休　業　期　間

　年内にし尿収集を希望の場合は、早めに各収集業者まで申込みを済ませてください。
　なお、収集スケジュールは業者ごとで違いますのでご確認ください。年末はし尿の収集依頼
が多いため、通常より収集が遅れる場合があります。余裕を持って申込みをしてください。

【問合先】市民部環境衛生課　℡２６-１２２６

【問合先】市民部環境衛生課　℡２６-１２２６
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西村コスモス鑑賞会（10月 30日）

　毎年11月 1日から７日までは
文化財に親しむことを目的とした
文化財保護強調週間でした。
　これを機会に、市文化財保護協
会が、白鳥延命クラブと市教育委
員会の協力を得て、県指定史跡白
鳥廃寺跡の草刈りをしました。

　大内小学校5年生76人が体験館マーレ
リッコ（安戸池）で漁業について学びま
した。ハマチの養殖について講話やＤＶＤ
でハマチ養殖の歴史や生態を学んだ後は
ハマチの餌やり。ハマチがはねる勢いの
強さに児童らもびっくり。ハマチの解体
を見学し、さばき方も学びました。

白鳥廃寺跡

マーレリッコ

（11月 1日）

（9月 30日）

N E W S  H I G A S H I K A G A W A
ニュース東かがわニュース東かがわ

白鳥廃寺跡を草刈りしました 
市文化財保護協会

ハマチ養殖を学ぶ 市長室

　徳島県との県境にある国道
318号鵜の田尾トンネルで交
通事故を想定した両県の合同
訓練が行われました。両県の
消防や警察などが参加。
閉じ込められた車から負傷者
を機材を使って救出し、救急
車で病院へ搬送するなどトン
ネル内での救出訓練に取り組
みました。

鵜の田尾トンネル（10月 12日）鵜の田尾トンネル防災訓練

　古代米で弘法大師を描いた空ちゃん田
んぼの収穫祭が行われました。
　今年はヒノヒカリをキャンパスにアカ
マイとミドリモチの 2種類の古代米で大
師像や心ひとつになどの文字を描きまし
た。地元住民や福栄小学校の児童関係者
らが参加し、かまを使って大師や文字を
かたどった古代米を刈り取りました。

　四国電力株式会社は「よんでん
グループふれあい旬間」にあわ
せて社会貢献活動や地域とのふ
れあい活動を実施。今回本市に
も防犯灯３灯をいただきました。

　今年は「とらまる人形劇カーニバル」と「世界の人形祭」を同時
開催し、人形のまち東かがわをアピールしました。
32 回目を迎えたカーニバルでは県内外のプロ、アマ 23 劇団が公演
し、地元三本松小や大内小の児童らも参加しました。人形祭では井筒
屋敷とその周辺で 71カ国の人形を展示。ドイツイヤーと銘打ち、く
るみ割り人形の展示やドイツ料理、雑貨などを販売し大勢の人が訪れ
ていました。

　西村中地区資源保全活動組織のみなさんが植えた
市花「コスモス」が今年も花を咲かせました。
　西村の農道の両脇約１ヘクタールの農地にピン
クや白色の可憐な花が咲き誇り訪れた人を楽しま
せました。

（10月 22日）空ちゃん田んぼ収穫祭

（10月 27日）
防犯灯をいただきました

井筒屋敷と引田の町並み周辺人形劇場とらまる座ほか

世界の人形祭
(10 月 28日～ 30日 ) (10 月 28日～ 30日 )
人形劇カーニバル
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か
る
書
類

問　

届
出
を
出
さ
な
い
と
ど
う
な
る
の
で
す

か
？

答　

届
出
を
し
な
い
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た

と
き
は
、
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
先
】
事
業
部
農
林
水
産
課

　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
３
０
３

　

労
災
保
険
法
で
は
、
業
務
上
で
死
亡
し
た
労

働
者
の
遺
族
補
償
給
付
な
ど
の
請
求
権
は
５
年

時
効
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
が
原
因
で

業
務
上
死
亡
し
た
と
き
は
、
５
年
以
上
経
過
し

て
い
て
も
石
綿
救
済
法
の
特
例
に
よ
り
34
年
３

月
27
日
ま
で
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
が
で
き

ま
す
。

【
問
合
先
】
香
川
労
働
局
労
災
補
償
課

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
１
１
‐
８
９
２
１

　

労
働
者（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）

を
１
人
で
も
雇
え
ば
、
原
則
と
し
て
業
種
・
規

模
の
如
何
を
問
わ
ず
、
事
業
主
は
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）の
加
入
手
続
を
行

い
、
労
働
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

【
問
合
先
】
香
川
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
１
１
‐
８
９
１
７

問　

な
ぜ
届
出
制
度
が
で
き
た
の
で
す
か
？

答　

森
林
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
と
、

　

①
行
政
が
森
林
所
有
者
に
対
し
て
助
言
で
き

　
　

な
い
。

　

②
事
業
体
が
間
伐
な
ど
を
す
る
時
に
所
有
者

　
　

に
働
き
掛
け
て
森
林
を
集
約
化
で
き
な
い
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
森
林
法
を
改
正
し
、
24
年

４
月
に
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

問　

ど
の
よ
う
な
場
合
に
届
出
が
必
要
で
す

か
？

答　

個
人
法
人
に
か
か
わ
ら
ず
、
売
買
契
約
の

ほ
か
、
相
続
、
贈
与
、
法
人
の
合
併
な
ど
に
よ

り
、森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
場
合
に
、

事
後
の
届
出
と
し
て
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届

出
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出（
都
市
計
画

区
域
５
，
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上
）を
し
た
場
合
に
は
、

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
は
不
要
で
す
。

問　

い
つ
届
出
を
行
う
の
で
す
か
？

答　

所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、

取
得
し
た
土
地
が
あ
る
市
町
村
に
届
出
を
行
い

ま
す
。

　

市
に
備
付
け
て
い
る
届
出
書
に
記
入
の
う

え
、
次
の
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

①
そ
の
森
林
の
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

　

②
そ
の
森
林
の
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書（
写

　
　

し
で
も
よ
い
）、
又
は
土
地
売
買
契
約
書
、

　
　

相
続
分
割
協
議
の
目
録
、
土
地
の
権
利
書

　
　

の
写
し
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分

7

お
知
ら
せ

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す

石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度

１
人
で
も
雇
っ
た
ら

労
働
保
険
の
加
入
手
続
を

白鳥神社ほろ宵まつり

ほろ宵まつり

ほろ宵まつり

ほろ宵まつり

白鳥神社

誉田神社

石清水神社

白鳥神社

水主神社

恵比寿神社

誉田八幡宮

誉田八幡宮

成松神社

誉田神社

石清水神社
水主神社

誉田八幡宮

誉田八幡宮

成松神社
秋祭り 2016

成松神社成松神社

白鳥神社

恵比寿神社



　

く
任
意
加
入
中
の
場
合　

な
ど

　

な
お
、
60
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
っ
て
い
る
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

特
定
期
間
と
な
っ
て
い
る
期
間
は
特
例
追
納
を

利
用
し
ま
す
。

★
一
部
免
除
の
未
納
期
間
に
つ
い
て

　

一
部
免
除
を
受
け
、
納
付
す
べ
き
残
り
の
保

険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
、
保
険
料
は
一
部
免
除
を
受
け
た
残
り

で
は
な
く
、
全
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

※
追
納
・
後
納
は
、
ど
ち
ら
も
古
い
月
の
も
の

か
ら
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
追

納
・
後
納
保
険
料
は
１
ヵ
月
分
か
ら
で
も
分
割

し
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
合
先
】市
民
部
保
健
課　

℡
26
‐
１
２
２
９

　
　
　
　

高
松
東
年
金
事
務
所

　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
６
１
‐
３
８
６
６

　

相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
負
債
な
ど
の
相

談
に
対
し
、
弁
護
士
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　

東
か
が
わ
市
民
、
市
内
の
事
業
所
に
勤

務
の
人

日
時　

12
月
21
日（
水
）
10
時
30
分
～
16
時

※
（
12
時
～
13
時
は
除
く
）

場
所　

白
鳥
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
（
要
予
約
）

予
約
受
付
期
間

12
月
１
日（
木
）か
ら
定
員
に
な
る
ま
で

※
土
日
、
祝
日
は
除
く
。
先
着
５
人（
組
）ま
で

予
約
受
付
時
間　

９
時
か
ら
17
時
ま
で

予
約
方
法　

電
話
に
よ
る

　

８
発
信
の
電
話
に
は
繋
が
り
ま
せ
ん
。

相
談
時
間　

１
人（
組
）に
つ
き
、
40
分
ま
で

費
用　

無
料

【
予
約
・
問
合
先
】

　
　
　
　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

相
談
支
援
係

　
　
　
　

℡
26
‐
１
１
５
１

日
時　

毎
月
第
２
・
４
日
曜
日

　
　
　

10
時
～
15
時（
受
付
14
時
ま
で
）

場
所　

市
役
所
１
階

【
問
合
先
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
税
理
士
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

事
務
局
赤
坂　

℡
25
‐
０
０
８
８

日
時　

12
月
９
日（
金
）
10
時
～
13
時　

相
談
方
法　

電
話
に
よ
る
相
談
。

当
日
の
み（
無
料
）

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
‐
１
５
８
‐
７
９
４

【
問
合
先
】
県
弁
護
士
会

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
２
２
‐
３
６
９
３

日
時　

１
月
11
日
・
18
日
、
２
月
８
日
・
22
日
、

３
月
１
日
・
15
日（
水
）　

19
時
～
20
時

場
所　

市
交
流
プ
ラ
ザ

受
講
料　

４
，
０
０
０
円（
６
回
分
）

内
容　

日
本
語
の
で
き
る
中
国
人
の
先
生
と
一

★
追
納
制
度
と
は

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
、免
除
や
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
免

除
等
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
年
金
額
を
計
算
す
る
際
に
、
免
除
等
の

種
類
に
応
じ
て
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
免
除
等
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

過
去
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め
ら
れ

る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
、
保
険
料
を
追
納
す

る
こ
と
で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
免
除
等
を
受
け
た
期
間
か
ら
２

年
を
過
ぎ
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
額

が
つ
き
ま
す
。

★
後
納
制
度
と
は

　

保
険
料
の
未
納
期
間
に
つ
い
て
は
、「
後
納

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
平
成
30
年
９
月
ま
で
の

時
限
措
置
で
、
時
効
に
よ
り
納
め
ら
れ
な
く
な

っ
た（
納
付
期
限
か
ら
３
年
以
上
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
）国
民
年
金
保
険
料
を
過
去
５
年
以
内
の

分
に
限
り
、
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金
額
を

増
や
し
た
り
、
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
過
去
３
年
度
以
前

の
後
納
保
険
料
に
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算

額
が
つ
き
ま
す
。

　

後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
の
は
次
の
場
合
で

す
。

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、５
年
以
内
に
未
納
・ 

　

未
加
入
期
間
が
あ
る
場
合

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
①
の
期
間
の
ほ
か
任

　

意
加
入
中
に
未
納
期
間
が
あ
る
場
合

③
65
歳
以
上
で
、
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
が
な

緒
に
会
話
や
文
化
を
学
び
ま
す
。

定
員　

10
人（
先
着
順
）

締
切　

12
月
22
日（
木
）

【
問
合
先
】
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

と
ら
ま
る
ク
ラ
ブ
代
表　

山
口
さ
ん

　
　

℡
25
‐
０
５
７
５

　

放
送
大
学
で
は
29
年
度
第
１
学
期（
４
月
入

学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
は
テ

レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
、職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

●
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
１
科
目
か
ら
学
習
す

る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で

き
ま
す
。

●
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
入
学
試
験
は
な
く
、
全
科
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
、
１
２
４

単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士（
教
養
）

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

●
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
人
に
は

「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

出
願
期
間　

第
１
回
は
２
月
28
日
ま
で
、
第
２

回
は
３
月
20
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】
放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
３
７
‐
９
８
７
７
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募

集

相

談

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付

猶
予
期
間
、
未
納
期
間
が
あ
る
方
へ

全
国
一
斉
生
活
保
護

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

弁
護
士
無
料
相
談
会

中
国
語
を
学
ぼ
う（
短
期
コ
ー
ス
）

相
続
無
料
相
談

放
送
大
学
４
月
生
募
集



【
問
合
先
】
自
衛
隊
香
川
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　

さ
ぬ
き
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
９
４
‐
２
６
２
７

貸
付
要
件　

次
の
す
べ
て
の
事
項
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
。

①
12
月
現
在
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
大
学（
短
大
・
専
門
学
校
・

大
学
院
含
む
）に
在
学
ま
た
は
進
学
を
希
望
し

て
い
る
者（
進
学
の
た
め
の
転
出
は
可
）

②
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で
あ
る

③
修
学
に
充
分
耐
え
得
る
健
康
で
あ
る

④（
独
）日
本
学
生
支
援
機
構
な
ど
他
の
奨
学
金

を
受
け
て
い
な
い

選
考
方
法

一
次　

保
護
者
か
ら
の
世
帯
状
況
な
ど
の
聞
き

　
　
　

取
り
と
書
類
審
査

二
次　

学
業
成
績
、
人
物
、
健
康
を
基
準
と
し

　
　
　

た
奨
学
生
面
接（
作
文
内
容
を
含
む
）

※
一
次
審
査
を
通
過
し
た
奨
学
生
に
対
し
、
二

　

次
審
査
を
２
月
に
実
施
し
ま
す
。

申
込
書
類　

①
奨
学
生
願
書
②
学
業
成
績
証
明

書
③
奨
学
生
調
書
④
所
得
・
納
税
証
明
願（
世

帯
全
員
）⑤
確
認
書

※
①
③
④
⑤
は
学
校
教
育
課
と
各
庁
舎
窓
口
に

　

あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

29
年
１
月
10
日（
火
）～
31
日（
火
）

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

提
出
先　

学
校
教
育
課

　

保
護
者
が
直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
類
提
出
時
に
、
簡
単
な
聞
き
取
り
調

　

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
提
出
日
を
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

貸
付
金
額

貸
付
期
間　

標
準
修
学
年
限

定
員　

全
体
で
10
人
程
度　

利
子　

無
利
子

【
問
合
先
】
市
教
委
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

℡
26
‐
１
２
３
７

日
時　

１
月
７
日
・
14
日
、
２
月
４
日
、
３
月

４
日
・
11
日（
土
）（
全
５
回
）

14
時
～
15
時
30
分

場
所　

引
田
温
水
プ
ー
ル

対
象　

中
学
生
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
人（
プ

ー
ル
内
へ
は
保
護
者
・
介
助
者
同
伴
。
状
況
に

よ
る
）

定
員　

10
人　

施
設
利
用
料
は
自
己
負
担
。

指
導
者
は
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

吉
岡　

操
さ
ん

締
切　

12
月
14
日（
水
）

【
申
込
・
問
合
先
】

　
　
　

か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

℡
０
８
７
‐
８
６
７
‐
７
６
８
６

　
　
　
　
　
　

０
８
７
‐
８
６
７
‐
０
４
２
０
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舟
木
一
夫
の
高
校
三
年
生
の

　
　
　
　
　
　
　

唄
に
「
ニ
レ
の
木
陰
」
の
歌
詞

　
　
　
　
　
　
　

が
あ
る
。
母
校
に
は
そ
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　

シ
ン
ボ
ル
め
い
た
想
い
出
の
木

　
　
　
　
　
　
　

が
あ
る
も
の
だ
。
三
本
松
高
校

　
　
　
　
　
　
　

の
旧
校
舎
の
中
庭
に
は
ユ
ー
カ

　
　
　
　
　
　
　

リ
が
あ
っ
て
応
援
歌
の
詞
に

　
　
　
　
　
　
　

な
っ
た
。
ぼ
く
に
は
ど
の
木
が

　
　
　
　
　
　
　

ユ
ー
カ
リ
か
分
か
ら
な
か
っ
た

が
、
ほ
か
の
人
が
あ
ま
り
知
ら
な
い
だ
ろ
う
逸
話
を

秘
め
た
サ
ル
ス
ベ
リ
の
木
が
心
に
残
っ
て
い
る
。

こ
の
木
に
は
雨
蛙
が
た
く
さ
ん
宿
る
。
貧
乏
ゆ
え

に
そ
の
雨
蛙
を
食
し
て
走
り
続
け
、
讃
岐
、
四
国
は

お
ろ
か
日
本
の
中
距
離
を
も
制
し
た
。
陸
上
選
手
の

Ｏ
Ｂ
が
い
る
。

帖
佐
寛
章
さ
ん（
84
）。
東
京
の
お
ぼ
っ
ち
ゃ
ま
生

ま
れ
だ
が
父
親
の
転
勤
で
韓
国
へ
。
終
戦
前
後
日
本

に
と
っ
て
、
修
羅
場
の
時
代
。
小
中
を
六
度
転
校
の

あ
げ
く
敗
戦
、
引
き
揚
げ
。
多
く
の
人
が
見
た
凄
絶

な
地
獄
を
体
験
し
た
。
母
の
里
、
豊
島
へ
。
そ
し
て

大
川
中（
三
高
の
前
身
）に
。「
金
が
な
い
か
ら
ル
ン

ペ
ン
学
生
だ
っ
た
」
と
。
食
う
も
寝
る
も
そ
の
日
の

流
れ
。「
練
習
だ
け
は
人
一
倍
や
っ
た
」
そ
れ
を
見

た
Ｋ
教
師
が
将
来
を
思
い
我
が
家
に
寝
食
さ
せ
て
東

京
教
育
大（
現
筑
波
）に
進
学
さ
せ
た
。

帖
佐
は
の
ち
順
天
堂
大
学
の
監
督
と
し
て
、
自
ら

走
っ
た
箱
根
駅
伝
に
優
勝
さ
せ
た
ば
か
り
か
、
全
日

本
陸
上
の
王
者
に
育
て
上
げ
た
。
さ
ら
に
日
本
陸
上

界
を
背
負
う
。
陸
連
と
世
界
国
際
マ
ラ
ソ
ン
協
会
の

ト
ッ
プ
と
し
て
数
々
の
駅
伝
、
マ
ラ
ソ
ン
を
全
国
各

地
に
創
設
、一
方
で
自
分
が
育
て
た
コ
ー
チ
の
弟
子
、

つ
ま
り
孫
弟
子
を
側
面
か
ら
支
え
続
け
た
。
有
森
、

高
橋
、野
口
の
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
、

帖
佐
が
最
後
に
執
念
で
創
設
し
た
の
が
今
あ
る
丸
亀

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
だ
。
な
ぜ
そ
こ
ま
で
？

帖
佐
は
言
い
切
る
「
わ
が
ふ
る
さ
と
は
東
か
が
わ

を
お
い
て
他
に
な
い
。
だ
か
ら
讃
岐
と
三
高
ス
ポ
ー

ツ
に
は
命
あ
る
限
り
情
熱
を
込
め
る
」。生
ま
れ
育
っ

た
ぼ
く
た
ち
に
さ
え
な
い
、
こ
ん
な
清
廉
な
ふ
る
里

愛（
感
）っ
て
、
ほ
ん
と
に
あ
る
ん
だ
。

　
　
　
　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　
　

円
立
院　
翔

て 

し 

ませ
い
れ
ん

区

分

応
募
資
格

受
付
期
間

試

験

日

陸
上
自
衛
隊

　

高
等
工
科
学
校
生
徒

29
年
４
月
１
日
現
在
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子

で
、
中
学
校
卒
業
者（
見

込
含
）又
は
、
中
等
教
育

学
校
前
期
課
程
修
了
者

（
見
込
含
）

 

一
般
採
用

 

29
年
１
月
６
日（
金
）

 

ま
で

 

29
年
１
月
21
日（
土
）

自
衛
官
候
補
生（
男
子
）
18
歳
以
上
27
歳
未
満

年
間
を
通
し
て
受
付

事
務
所
ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

自
衛
官
を
募
集

区

分

金
額（
月
額
）

高
等
学
校

　

２
万
円
以
内

高
等
専
門
学
校

　

２
万
円
以
内

大
学
（
院
）

短
期
大
学

専
門
学
校

　

５
万
円
以
内

　

※�

自
宅
通
学
者
は

　
　

４
万
円
以
内

水
泳
教
室

奨
学
生
を
募
集

東
か
が
わ
市
管
内
の
事
故
な
ど
の
発
生
件
数

※（　

）内
は
１
月
か
ら
の
累
計

人�

身
事
故	　
　

12
件　
（
１
１
４
件
） 

う
ち
死
亡	

１
件　
（
３
件
）

救
急	

１
１
９
件　
（
１
３
７
４
件
）

火
災	

２
件　
（
12
件
）

10
月
の
事
故
な
ど
の
件
数



　
　
　
年
を
締
め
く
く
る
１２
月
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
今
年
、
本
市
の
文
化
財
関
係
の
ニ
ュ
ー

ス
で
注
目
を
浴
び
た
の
が
、
岡
前
地
神
社
古
墳

（
本
市
湊
）の
発
見
で
す
。

　
２８
年
３
月
に
、
岡
前
地
神
社（
本
市
湊
）に
お

い
て
石
棺
の
蓋
ら
し
き
も
の
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
石
棺
周
辺
は
古
墳
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
発
見
場
所
は
「
岡
前
地
神
社
古
墳
」
と

さ
れ
ま
し
た
。
発
見
さ
れ
た
石
棺
の
形
状
や
古

墳
と
の
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
７

月
か
ら
８
月
末
ま
で
発
掘
調
査
・
測
量
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
調
査
成
果
と
し
て
次
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

①
畑
地
の
開
墾
に
よ
り
大
き
く
改
変
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
墳
丘
は
全
長
９０
ｍ
台
の
前
方
後
円
墳

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
全
長
９０
ｍ
台
は
香
川

県
内
で
も
最
大
級
の
大
き
さ
で
す
。

②
古
墳
時
代
中
期（
４
世
紀
末
〜
５
世
紀
初
め
）

の
円
筒
埴
輪
と
形
象
埴
輪
の
破
片
が
出
土
し
ま

し
た
。

③
石
棺
は
身
が
な
く
蓋
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
、
形
態
か
ら
古
墳
時
代
中
期
の
特
徴
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
石
材

は
、
さ
ぬ
き
市
津
田
町
の
火
山
の
凝
灰
岩（
火

山
岩
）で
す
。

　
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
墳
丘
や
石
棺
の
時
期

や
関
係
が
わ
か
り
ま
す
。

　
石
棺
が
発
見
さ
れ
た
墳
丘
は
、
出
土
し
た
埴

輪
片
か
ら
古
墳
時
代
中
期（
４
世
紀
末
〜
５
世

紀
初
め
）の
年
代
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
石
棺
蓋

と
埴
輪
片
の
年
代
観
を
比
較
し
て
も
、
両
者
と

も
古
墳
時
代
中
期
が
想
定
さ
れ
、
石
棺
と
埴
輪

の
年
代
観
が
一
致
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

発
見
さ
れ
た
石
棺
は
他
所
か
ら
運
び
こ
ま
れ
た

と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
が
、
古
墳
に
埋
葬
さ

れ
た
石
棺
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
９
月
２５
日
に
行
っ
た
現
地
説
明
会
で
は
県
内

外
か
ら
約
１
３
０
人
の
参
加
が
あ
り
、
広
く
関

心
を
も
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
裏
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
次
年
度
以
降
も
継
続
的
に
調
査
を
実
施
し
、

石
棺
の
歴
史
的
価
値
や
古
墳
の
規
模
や
詳
細
を

把
握
し
て
い
く
予
定
で
す
。
古
代
へ
の
ロ
マ
ン

が
広
が
り
ま
す
。

（
文
責   

歴
史
民
俗
資
料
館
）

２８
岡
前
地
神
社
古
墳
の
発
見
！

岡
前
地
神
社
古
墳
の
発
見
！

お
か
ま
え    

ち    

じ
ん
じ
�   

こ  

ふ
ん

お
か
ま
え    

ち    

じ
ん
じ
�   

こ  

ふ
ん
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せ
っ
か
ん

え
ん
と
う
は
に
わ

け
い
し
ょ
う
は
に
わ

ふ
た

ひ  

や
ま

高齢者の権利を守りましょう～防ごう高齢者虐待～

○こんな場合に高齢者虐待が起こりやすくなります！

○こんなことは高齢者虐待にあたります。

○虐待を防ぐために…！

○「虐待かも？」と思ったら…

【問合先】市民部介護保険課 地域包括支援センター　℡26-1261

　地域のみなさんの理解と支えがあれば、高齢者も介護
する家族も安心して社会に出て、自分らしい暮らしを続
けることができます。必要なのは、さりげない手助けや
見守り、声かけなどです。あなたのちょっとした勇気や
優しさが地域の支え合いにつながります。

　地域包括支援センターでは、高齢者のみなさんが住み
慣れたまちで安心して暮らしていけるよう、さまざまな職
種や機関と連携して、高齢者の生活全体を支えています。
　高齢者虐待かどうか判断しがたい場合でも、深刻な虐
待にならないように予防する観点から、高齢者や養護者
の心身の状況や生活状況を適切に見極めながら、支援・
見守りを行うことが重要です。
　あなたの身近にいる高齢者が「虐待を受けているかも
しれない」また、「家族が虐待をしているかもしれない」
と気づいた場合には、地域包括支援センターまでご相談
下さい。
（相談者の個人情報が外に漏れることはありません。）

・高齢者に認知症がある 　　　・介護の負担をひとりで抱えている

・経済的に困窮している 　　　・近所付き合いがない

・介護者に疾病や障害がある 　・相談する場所がない

●叩く、殴るなどの行為によって、
　身体に外傷やアザを与える

●介護や生活の世話を行っている者が、
　その提供を放棄する

●言葉や威圧的な態度などによって、
　精神的苦痛を与える

●性的な行為を強要する

●金銭や財産を勝手に使用する、
　又は不当に制限する

➡
➡
➡
➡
➡

身体的虐待

介護等放棄

心理的虐待

性的虐待

経済的虐待

▲ 発掘中の石棺の蓋

　現在、家庭や施設で高齢者の人権を侵害する「高齢者虐待」
が問題となっています。厚生労働省が26年度に行った調査によ
ると、高齢者が家族などから虐待を受けたと判断された件数
は、約1万6000件にのぼっています。
　「虐待をするなんてひどい人だ！」と思いがちですが、「適切
な介護の仕方や認知症への対応がわからないために、つい手を
あげてしまう」「これまでの家族関係が悪く、介護が苦痛にな

る」「介護負担に加えて経済的に困っている」などによ
って虐待してしまう場合もあり、虐待をしてしまう側も
大きな苦しみを抱えています。「自分だったら、絶対に虐
待しない」と言い切れるでしょうか？
　みなさんも、家族を孤立させずに虐待をなくすために
何ができるか一緒に考えてみてください。
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けーき

まゆこ

緑木くんの一日

今月のテーマは「暖炉」
１２月５日（月）
 １月６日（金）

●１月号「餅」
●２月号「豆まき」

広報はおたよりを募集しています。
「文芸コーナー」「投稿ニュース」「ちょっとギャラリー」「ＫＩＤＳ！キッズ！ＫＩＤＳ！」各係宛まで

【宛　先】〒769-2792　（住所記載不要）市役所総務部政策課　広報東かがわ○○係
【E-mail】webmaster@city.higashikagawa.kagawa.jp

●紙面の都合で、お寄せいただいた原稿を掲載できない場合があります。ご容赦ください。
●配布について不備のあった場合は、お手数ですが下記までご連絡ください。
【１月号配布期間　１２月２３日（金）～２９日（木）】　四国新聞販売株式会社　TEL 087－833－4590　  総務部政策課　TEL 26－1215

 市内４園の幼保交流の様子です。
アンパンマンの絵柄がホームに近
づいてくると、園児たちは大歓声。
乗車する前から大喜びでした。写
真は遊べる車両でのものです。目
的地の高松までがあっという間だ
ったことでしょう。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　K
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　 12月４日（日）9：00～
　（大谷）石清水神社
　古いお札、お守りなどを納める日です。
　大石さん　　25ｰ8418

　 12月４日（日）10：00～14：00
　五名ふるさとの家・五名活性化センター　
　猪汁先着200人・猪の丸焼き・小谷正晴（サックス演
奏）・ししキラーズ（マリンバ演奏）ほか
　東かがわ活勢隊によるスペシャルグルメ、バザー：猪
DON、猪カレーライス、あめごの塩焼き、五名特産の
自然薯即売ほか多数。
　五名ふるさとの家　　29ｰ2832

　 12月８日（木）6：00～18：00
　白鳥神社
　１年間使ったお守り、古い神具類を燃やす神事。その
火で焼いたみかんを食べると来年も無病息災で健康に暮
らせるとされています。
　白鳥神社社務所　　25ｰ3922

　 12月18日（日）9：00～
　誉田神社（引田）
　お守や古札等を焼納する火でみかんを焼き、食すこと
により無病息災を祈ります。
　誉田八幡宮（引田）　　33ｰ3827

　１月１日～３日
　誉田八幡宮　神社境内
　引田在住の写真愛好家による写真を展示
　三木さん　　33ｰ3034

　 12月３日（土）11：00～13：00（要予約）
　讃州井筒屋敷　まち並み２km歩きます。
　４か所でおいしい郷土の味を食べながら町を巡ります。
かめびし屋「しょう油ピザ」、桃山ひろせ「ハマチの漬
けon生姜ごはん」、はぎの商店「昭和のおはなし」、カ
フェ･ヌーベルポスト「ソイソルトとリンゴのケーキ」。
　 2,000円（ランチ代、ガイド料、保険料）
　市ニューツーリズム協会　　26ｰ1267

　１月９日（月・祝）9：00～　　引田飛翔体育館
　参加資格　60歳以上の女性　１チーム４～６人
　参加料　１人100円　　１月４日（水）
　　引田地区体育協会　三好さん　　33ｰ6525

　最盛期には５台のだんじりが町中を練り歩き、白鳥神
社へ奉納を通じて磨いた芸を競い合っていました。振り
付けやせりふを習熟していく喜びは、生涯心に残る体験
となります。対象：市内在住の幼稚園年長から小学３年
生ぐらいまで。三味線や浄瑠璃に興味のある人も募集中。
稽古は来年の正月過ぎから。
　同保存会　橋本さん　　25ｰ0759

　１月20日（金）、22日（日）、27日（金）、29日（日）、２月
３日（金）、５日（日）、10日（金）19：30～21：30
　白鳥中央公園体育館　参加費　１回100円（中学生以上
保険代）
　参加資格：市在住または勤務。小学生以上（１～３年
生は保護者同伴）準備物：体育館シューズ。ラケットの
予備はありますが、できるだけ持ってきてください。事
前申込不要。途中参加可。
　市バドミントン連盟　武田さん　　090ｰ8694ｰ7575

　２月12日（日）9：00開始
　白鳥中央公園体育館　参加費　500円（一人）
　ダブルス（男・女・ミックス問わず）
　市バドミントン連盟　武田さん　　090ｰ8694ｰ7575

◆珈琲＆ギャラリーパルコ　
　「操谷精造作品展」
　 11月13日（日）～12月２日（金）
　 8：00～17：00　最終日15：00迄
　土曜日　定休日
　町田在住の操谷精造さんによる油彩画
　風景、静物など　16点
　「第７回サンサン倶楽部彩どり展」
　 12月４日（日）～28日（水）
　 8：00～17：00　最終日15：00迄
　土曜日　定休日
　昭和33年度引田中卒の同窓生有志による作品展です
　油彩画、水彩画、書、写真、盆栽、俳句、手芸など
　同ギャラリー　　24ｰ2483 http://www.parco.sakura.ne.jp/



食べて菜のもずく酢和え
調理時間　15分
１人分のエネルギー量　40kcal／塩分量　0.7g

　香川生まれの「さぬきな」と、青菜の代表格「小松菜」の
良い所を引継いで2006年（平成18年）に生まれた野菜で、
みんなに食べてほしい、という願いから「食べて菜」と名
づけられました。
　さぬきなと同様、シャキシャキ感があり、小松菜とくら
べて苦みが少ないのが特徴です。

11月１日現在常住人口
12,428世帯
30,479人
14,435人
16,044人

世帯数
総人口
男
女

（　）内は前月比

10月中の異動
（27年国勢調査を基に算出）

転入
出生

転出
死亡

43人
12人

38人
38人

（ｰ 4世帯）
（ｰ21 人 ）
（ｰ 4  人 ）
（ｰ17 人 ）

東かがわ市 人の動き

食べて菜
かにかま
もずく
めんつゆ
酢
砂糖
※市販の味付けもずく酢を使うと簡
　単に出来ます。その場合はもずく
　酢１パックで２人分が目安です。

１／２束
１本

20g程度
大さじ１
大さじ１
小さじ１

田中小児科（さぬき）
山本内科クリニック（松原）
永峰歯科医院（引田）
松村薬局グリーンヒル店（松原）

米田耳鼻咽喉科医院（さぬき）
志度寺診療所（さぬき）
おがわ歯科医院（さぬき）
松村薬局本店（湊）

宇田整形外科医院（白鳥）
鎌田医院（湊）
吉田歯科医院（引田）
コスモ調剤薬局白鳥店（湊）

志度皮膚科クリニック（さぬき）
華山ファミリークリニック（さぬき）
ハッピー薬局（さぬき）
KCかがわ調剤薬局（さぬき）

　太田病院（三本松）
佐藤歯科医院（さぬき）
三本松調剤薬局（三本松）

まつおか医院（さぬき）
ひもりの里診療所（さぬき）
妙見屋薬局（引田）

52ｰ0010
24ｰ1133
33ｰ6223
25ｰ6266

087ｰ894ｰ2918
087ｰ894ｰ1991
087ｰ895ｰ1122
24ｰ0521

25ｰ4328
25ｰ2519
33ｰ3030
26ｰ3388

087ｰ894ｰ7708
23ｰ2555
087ｰ894ｰ8392
43ｰ0336

25ｰ2673
087ｰ894ｰ5566
24ｰ3300

52ｰ1888
087ｰ890ｰ1055
33ｰ3755

12月４日

12月11日

12月18日

12月23日

12月25日

12月31日

簡単レシピで一品プラス簡単レシピで一品プラス

①食べて菜を茹で、冷水にとって冷やし、水気をし
　ぼってから４㎝程度に切る。かにかまは食べやす
　い長さに切り、割いておく。
②もずくは下ごしらえ（塩抜きをする、水で洗う等）
　をして、食べやすく切る。
③めんつゆ、酢、砂糖を合わせて、①と②を和える。

（２人分）

　「インターネットを閲覧中、突然、警告音が鳴り、
『ウイルスに感染した』というメッセージと電話番
号が表示された。慌てて電話すると『遠隔操作でウ
イルスを除去する。支払いはクレジットカード決済
になる。』と言われた。」という相談が寄せられてい
ます。
　これは、偽の警告でパソコンに不慣れな人の不安
をあおり、お金を支払わせようとする手口です。実
際のウイルス感染の有無とは関係ないので、絶対に
連絡をしてはいけません。
　詳しい対処法はIPA（独立行政法人情報処理機構）の
ホームページを参考にしてください。

ウイルス感染したという偽の警告

【県消費生活センター】

【東讃県民センター】

消費生活相談専用
多重債務・ヤミ金

087ｰ833ｰ0999
087ｰ834ｰ0008
42ｰ1200

【市総務部商工観光課】 26ｰ1350

消 費 生 活 に 関 す る 相 談

※休日当番病医院・薬局は予告なく変更することがありま
　すので受診前に担当医または下記までご確認ください。

　年末（12月29日，30日）の大川地区医療機関の診療状況は
大川地区医師会ホームページ
（http://www.ookawa-ishikai.jp/）に掲載されています。

大川地区医師会

さぬき市民病院

9:00～17: 00

19: 30～22: 00

42ｰ3424

43ｰ2521（代表）
大川地区小児夜間救病診察室

■よろず東かがわサテライト・知的財産相談会　　
　知的財産・経営相談、創業・企業支援、金融相談、
販路開拓・商品開発、支援機関・補助金活用、ITデ
ザイン分野に関する相談はありませんか？
　専門家による、無料相談会を実施します。
（要予約）
　 12月13日（火）9：30～16：00
　市役所３階第７相談室　
　総務部商工観光課　　26ｰ1350

耳咽

皮



〈福祉課〉

〈総務課〉
行政相談
（引田公民館・市役所・人権センター大内交流館）

〈人権推進課〉
人権相談
（引田公民館・市役所）

〈子育て支援課〉
家庭児童（女性）相談
（巡回：人権センター大内交流館）
（常設） 【専用】

〈保健課〉
年金相談

健康・栄養なんでも相談
（栄養相談は要予約）　
※開設日以外でも予約で随時実施

保健センター（各曜日）
引田　　　　白鳥　　　 大内

（骨密度測定は大内のみ　※治療中でない人）

妊産婦乳幼児健康相談（妊産婦就学前対象）

育児サークルのびのび
（白鳥保健センター）

精神障がい者集いの場
（白鳥保健センター）

※要治療

市役所庁舎・出張所
議会事務局
総務部
　総務課
　　危機管理室
　政策課
　税務課
　人権推進課
　商工観光課
市民部
　市民課
　　引田窓口
　　大内窓口
　福祉課
　子育て支援課
　保健課
　介護保険課
　　地域包括支援センター
　環境衛生課
事業部
　農林水産課
　建設課
　上下水道課
会計課
監査委員事務局
教育委員会
　学校教育課
　生涯学習課
　　こども総合支援センター

26ｰ1219

26ｰ1214
26ｰ1235
26ｰ1215
26ｰ1216
26ｰ1227
26ｰ1350

26ｰ1111
33ｰ2500
25ｰ2111
26ｰ1228
26ｰ1231
26ｰ1229
26ｰ1360
26ｰ1261
26ｰ1226

26ｰ1303
26ｰ1302
26ｰ1304
26ｰ1217
26ｰ1223

26ｰ1237
26ｰ1238
24ｰ1005

（月） （火） （木）

  9 : 00～11: 00

 9: 00～11: 00

15: 00～17: 00

10: 00～15: 00

9: 00～12: 00

9: 30～11: 00

10: 00～11: 30

9: 30～11: 30

25ｰ7830

生活相談（常設） 26ｰ1341

26ｰ1332
26ｰ1320
26ｰ1334
26ｰ1335
26ｰ1337
26ｰ1351

26ｰ1330
33ｰ2508
25ｰ5300
26ｰ1338
26ｰ1232
26ｰ1339
26ｰ1361
　〃
26ｰ1336

26ｰ1343
26ｰ1342
26ｰ1344
26ｰ1242
26ｰ1332

26ｰ1340
　〃
　〃

4 5

16

2 31

9876

11

18

12

19

13

20

14

21

15

22

2827

17

10

2423

29 313025 26

（市交流プラザ）

１歳６カ月児健診

11カ月児健診

（白鳥）

天皇誕生日

（固定資
産税３期）

（妊産婦・乳幼児
　健康相談　白鳥）

（妊産婦・乳幼児
　健康相談　大内）

（大内
公民館）

（引田公民館）

（市役所）

■市役所仕事納め

（妊産婦・乳幼児
　健康相談　引田）

〈白鳥児童館〉

ちびっこのつどい

おもちゃ図書館

読み聞かせ会ボランティア
「こむこむ」

〈とらまる図書館〉
お話会「こそあど」

10: 00～11: 30

10: 00～11: 30

10: 00～10: 30

11: 00～11: 30

25ｰ6467

25ｰ0696

（市役所福祉課）

（市役所福祉課）

（市役所福祉課）

（市役所福祉課）

（市役所福祉課）

〈福祉課〉
身体障がい者相談

精神障がい者相談

知的障がい者相談

視覚障がい者相談

手話通訳設置日

10: 00～12: 00

10: 00～12: 00

8: 30～17: 00

13: 00～16: 00

10: 00～12: 00

26ｰ1338

　　休日窓口開庁（市 民 課 ）
　　第２・４日曜
※業務内容は事前にご確認ください

8:30～17: 15

市税納期

不登校・ひきこもり保護者相談会（ひまわりの会）
（引田公民館） 18: 30～20: 30

〈こども総合支援センター〉



http://www.idutsuyashiki.com/

讃州井筒屋敷 23ｰ8550

◆「佐野新平翁　生誕150周年記念祭」
　 12月３日（土）～25日（日）
　佐野新平、旧井筒屋にまつわる調度品の展示。
　 12月23日（金・祝）にはお餅の振る舞いがあります。
◆「ノルディックウォーク体験会」＆「ごぎげん日曜市」
　 12月18日（日）
　引田の古い町並みでのノルディック体験会（有料）
　中庭では手作りの小物などが出品されます。

とらまるパペットランド
月曜 25ｰ0055
info@toramaru.or.jphttp://www.toramaru.jp

http://hksz.or.jp/
大内スポーツセンター
白鳥スポーツセンター
引田スポーツセンター

24ｰ1810
24ｰ1522
33ｰ7163

レディースデー　毎週金曜日
　女性のお客様にエサ券500円プレゼント
夫婦の日　12月22日（木）
　夫婦、男女のカップルに粗品進呈
子ども無料デー　12月24日（土）
　保護者同伴の子どもは釣り料金無料（中学生以下）
クリスマスキャンペーン16　12月25日（日）
　空くじなし大抽選会　フィッシュフック全入場者を対象
にした大抽選会。抽選により、ひけた鰤やフィッシュフッ
ク無料入場券、エサ券などをプレゼント。
※年末には毎年恒例の「ひけた鰤」を販売します。

http://www.saltlake-hiketa.co.jp/
㈱ソルトレイクひけた 33ｰ28007: 00～16: 00

http://www.higashikagawa-library-unet.ocn.ne.jp
月曜（祝日の場合翌日）・毎月末日

9:00～17: 00
25ｰ0696

無料
火曜（祝日の場合翌日）

33ｰ2030
９：00～17：00

県埋蔵文化財センターふるさと展示「仲戸東遺跡と埴輪」
　県埋蔵文化財センターが国道11号大内白鳥バイパス
建設に伴い発掘調査を行った仲戸東遺跡（川東）と、本
市教育委員会が28年度に発掘した岡前地神社古墳の調
査成果を出土した埴輪や写真パネルを用いて紹介しま
す。
期間　11月12日（土）～12月18日（日）
図書室の臨時休館のお知らせ
　引田庁舎２階に整備中の図書室オープンに向けた図
書整理などのため、臨時休館します。
　・貸　　出　12月28日まで
　・休館期間　29年１月４日から３月31日まで
　休館中は、貸出及び予約（web予約含む）ができませ
ん。
　なお、資料館展示室は通常どおり利用できます。

　フェンシング教室
　 12月２日・９日・16日・23日（金）18：00～19：30
　とらまる　てぶくろ体育館
　 2,000円（４回分）　　小・中学生８人

　かんたんフィットネス教室
　月曜コース　16：00～17：10（５日・12日・19日・26日）
　水曜コース　10：30～11：40（７日・21日）
　とらまる　てぶくろ体育館
　月曜2,000円（４回分）水曜1,000円（２回分）　各12人

　はじめてのストレッチング教室
　 12月６日・13日・20日・27日　10：00～11：00
　とらまる　てぶくろ体育館
　 2,000円（４回分）　10人　対象：一般
 
　体にやさしいソフトヨーガ教室
　１月５日・19日、２月２日・16日、３月２日・16日
　白鳥中央公園　　4,200円（６回分）　15人　対象：一般 

水曜

◆地域芸術文化振興事業④・人形劇特別公演
　12月３日（土）19：00～
　　　 ４日（日）13：30～
「リア王」
人形劇団ひとみ座
助成：宝くじ社会貢献広報事業助成
　　　公益財団法人赤澤記念財団
―史上空前の人形劇の幕が上がる―
欲望・嫉妬・愛憎・狂気…熾烈な感情渦巻く壮絶な人間
ドラマに「命の尊厳」を問うシェイクスピア不朽の名作。
数々の名作を世に送り出してきた人形劇団ひとみ座の精
鋭陣総勢15名以上の上演団が多彩な人形劇表現を織り交
ぜて、心に迫る《人形演劇》の大舞台を繰り広げる。
●前売りチケット販売中（２日17：00まで）
※未就学児の入場は出来ません。
◆とらまる座定期公演　　600円（３才未満無料）
　12月18日（日）13：30～
○とらまる人形劇団（岡山県）
「ぼっけえばあさん」・他
◆人形劇ミュージアムクリスマスイベント
　＆市民・会員感謝デー　　600円（３才未満無料）
　12月23日～25日（金～日）13：30～
　人形劇ミュージアムでクリスマススペシャルステージ
をお贈りします。
　また、市民の皆さんととらまるパペットランド各種会員
（市民の会・友の会）の人はミュージアム入館無料！
　１セット券購入・会員の子どもにプレゼントあります
※パペットランド年末年始の休業日
　12月26日（月）～１月１日（日）
１月２日より営業します。

★今月のおすすめ
『コンビニたそがれ堂』村山 早紀／作
　風早の街の駅前商店街のはずれに、ぽつんと建って
いるコンビニ「たそがれ堂」。いつでも誰でも見つけ
られるわけではありません。必要な人にだけ見える、
不思議なコンビニなのです。そのコンビニには、この
世で売っているすべてのものが並んでいて、この世に
は売っていないはずのものまでが何でもそろっている
とか。大事な探し物がある人は、必ずそこで見つけら
れるというのです。たそがれ堂をめぐる、心にじんと
くる６つのお話。
★おはなし会のお知らせ（毎月第２土曜日）
　12/10（土）のおはなし会のテーマは「クリスマス」。
プレゼントもあります。ぜひ遊びに来てください。


